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今後の展望：パンデミック後の世界

セブ港湾局について

1992年設立のセブ港湾局（CPA）は、31年
間にわたり、セブ港を貿易と商業の主要拠点
として、また観光で賑わうビサヤ地域への玄
関口として確立する上で、不可欠な役割を果
たしてきた。

安全で効率的かつ効果的な港湾サービスを
提供するという使命のもと、CPAは増加する
貨物量を効率的に処理し、増大する港湾交
通需要を満たすため、能力開発事業に多大
な投資を行ってきた。

セブ港は、フィリピン諸島の中央部に位置
し、東南アジアの主要な貿易ルートの交差
点にあり、近代的で先進的な港湾施設とイ
ンフラを備えた、国内で最も多忙な港のひ
とつである。

ビジョン

安全で効率的かつ効果的な港湾サービス、
責任ある環境スチュワードシップ、模範的な
公共サービスを提供し、港を通じて地域の
商取引を促進するという情熱を持ち、財政
的に健全で経済的に収益性が高く、自立し
た、世界に通用する港になること。

ミッション

ネットワークを活用して港を建設、運営、
維持し、貿易と商業の強化を目的として管
轄領域内の港を運営、計画、開発するため
に国際認定基準および慣行に沿った統合管
理システムを実装すること。

新型コロナウイルス感染症に関する緊急事
態宣言の解除

2023年7月21日の大統領宣言第297号を
通じて、フェルディナンド・R・マルコス・ジュニ
ア大統領は、フィリピン全土における公衆衛
生緊急事態の解除を発表。

復興の取り組み - パンデミック後の重点分
野

港湾開発
港湾インフラの強化と能力開発

港湾パフォーマンス
港湾統計でパンデミック以前のレベルと同
等かそれ以上

労働安全衛生
リスクマネジメントおよび労働者の安全と健
康の確保

連結性
ネットワークの連結性を強化し、港湾サー
ビスを改善するために、運用効率を最大化
する新しい方法を開発

港湾開発

港湾インフラの強化と能力開発事業の実施
により、効率性を高め、さらに多くのビジネ
スを誘致。

新しい港湾施設の建設

新しい国際コンテナ港の建設（NCICP）：
99 億ペソ

既存の港湾施設の修理・保守
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新しい港湾施設の建設

2億ペソ
第2桟橋と第3桟橋の間にRORO船用ランプ付き
鉄筋コンクリート造デッキの建設（フェーズI）@
セブ中心港湾 バース21～22

2億ペソ
新しい鉄筋コンクリート造デッキポート施設の建
設（フェーズI）@セブ中心港湾 バース31～33

1.1億ペソ
RORO船用ランプ付き鉄筋コンクリート造拡張デ
ッキの建設@カウィット港（セブ島メデリン地
区）

0.88億ペソ
沿岸地域に沿って沖合にムアリング・ドルフィン
を7ユニット整備@ドゥンゴアン（セブ島ダナオシ
ティ）

0.45億ペソ
太陽光発電ナビゲーションブイを7セット提供、3
セット交換 @セブ中心港湾の北入口と南入口

0.1億ペソ
新デイケアセンター＆クリニックの建設@CIP複合
施設、セブ中心港湾（GADファンド）

0.3億ペソ
RORO船用ランプ付き鉄筋コンクリート造デッキ
の建設（追加コンクリート杭打ち工事）@タルー
ト港（セブ島アルガオ地区）

合計：6.83億ペソ

新しいセブ国際コンテナ港の建設

完成後に、新港はセブ島に出入りするすべて
の国際貨物にサービスを提供し、セブ中心
港湾にある既存のセブ国際港はセブ島の国
内港の一部として港湾の国内業務を強化。

NCICPは、セブ国際港（CIP）で増加する取
扱貨物量に対する長期的な解決策のひとつ
とみなされている。また、ビサヤ地域におけ
る商品やサービスの円滑な流通に必要な輸
送インフラシステムを強化することも期待さ
れている。

セブ港における台風ライ（オデット）による被
害

台風ライ（オデット）による被害の修理・保守
事業の完了

既存の港湾施設の修理・保守

2023 年に向けて、CPA は既存の港湾施設
の修理・保守活動に 3.2 億ペソの予算を配
分。

労働安全衛生

CPA の主要な戦略目的は、港湾労働者の
健康と安全を確保する勤務形態と作業プロ
トコルを導入しつつ、ビジネスを継続するこ
と。

労働安全衛生管理システムの構築

ハザードの特定とリスク管理

統制の計画と実行

モニタリング、評価、継続的改善
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労働安全衛生管理システムの構築

CPAは、CPA港湾システムの労働安全衛生
管理システム構築において経営を支援する
目的で、安全第一に関する研修およびコン
サルティングのサービスを利用。

CPA労働安全衛生方針の策定

関連研修およびセミナーの実施

労働安全衛生目標の企画開発

パフォーマンスのモニタリング評価

継続的改善のための措置

連結性/デジタル化

効率性の向上、セキュリティの強化、持続可
能性の向上、サービスの品質改善を目的と
するデジタル化の取り組み。

オンライン決済

事業許可証のオンライン申請

停泊許可証のオンライン申請

年間アクセスパスのオンライン処理

課題：デジタル化には信頼できるインター
ネット接続へのアクセスが必要であり、一部
の港では課題になる可能性がある。

港湾パフォーマンス

2023年から2024年までに、CPAは、海運貿
易とパフォーマンスに関して、パンデミック
以前のレベルを超えることを目指している。

海運貿易とパフォーマンスの推移（2019～
2022年）

2023年予測

項目

入出港数

旅客輸送量

取扱貨物量（MT）

コンテナ輸送量

お問い合わせ先

CIP 複合施設、セルギング・オスメニャ大
通り、北部開拓地域、セブシティ

ご清聴
ありがとうございました


